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■2006年度初頭を目途に、各社発電所のPR施設において、高レ

ベル廃棄物の地層処分の必要性や安全性などに関するパネル

やビデオを充実し、適切な説明を行うことで理解の底上げを

図る

■2006年を目途に、各社パンフレット、ホームページにおいて

も、高レベル廃棄物の地層処分の意義、安全性、NUMOの活動

をこれまで以上に積極的に紹介する

－1－

経緯 FEPC

電気事業者では、高レベル放射性廃棄物の地層処分に関する理解

活動を充実させるため、以下の目標を掲げ、取り組んできた



■高レベル廃棄物の地層処分に関する

展示の充実

⇒例：高レベル廃棄物の地層処分パ

ネルの設置

■NUMO制作のビデオの放映

⇒例：見学時のバスの中で放映

■NUMO制作のパンフレットの配備

⇒例：NUMO-NOTEをパフレットラック

に配備

■来館者等への高レベル廃棄物の地層

処分の説明

－2－

これまでの取り組み －ＰＲ施設－ FEPC

ＰＲ施設での高レベル廃棄物の地層処分の紹介

東京電力 電力館 6F Energy World

地球環境と原子力発電

（東京都渋谷区）

地層処分の紹介と

ガラス固化体のカ

ットモデルの展示

NUMO-NOTEのパン
フレットラックへ
の配備



－3－

これまでの取り組み －ＰＲ施設－ FEPC

ＰＲ施設での高レベル廃棄物の地層処分の紹介

中部電力 でんきの科学館 3F原子力ゾーン
（愛知県名古屋市）

ガラス固化体のカットモデルと

地層処分等の紹介パネルの展示

中部電力浜岡原子力館

（静岡県御前崎市）

地層処分等の紹介パネルの展示



－4－

これまでの取り組み －ＰＲ施設－ FEPC

ＰＲ施設での高レベル廃棄物の地層処分の紹介

■東北電力では、原子力発電所のPR施設の

他、火力発電所のPR施設、街中のPR施設

などにおいて、高レベル廃棄物の地層処

分を紹介するパネルを設置

東北電力のPR施設に展示されている
地層処分の紹介パネル

火力発電所のPR施設「能代エナジーパーク」

（秋田県能代市）

地層処分の紹介パネルが展示されている
東北電力のPR施設の一例



パンフレットでの高レベル廃棄物の地層処分の紹介

東京電力「電気をお届けするために大切なこと」

－5－

これまでの取り組み －パンフレット等－ FEPC



パンフレットでの高レベル廃棄物の地層処分の紹介

これまでの取り組み －パンフレット等－

中部電力「原子力物語絵巻」

－6－

FEPC



パンフレットでの高レベル廃棄物の地層処分の紹介

これまでの取り組み －パンフレット等－

四国電力「未来への約束 原子力発電」

－7－

FEPC



パンフレットでの高レベル廃棄物の地層処分の紹介

これまでの取り組み －パンフレット等－

電気事業連合会「コンセンサス 原子力2007 原子力のいま、これから」

－8－

FEPC



広報誌での高レベル廃棄物の地層処分の紹介

東京電力「科学マガジン サイエンスキッズ」

－9－

これまでの取り組み －パンフレット等－ FEPC



広報誌での高レベル廃棄物の地層処分の紹介

中部電力「ｅｎｃｈａｎｔｅ－アンシャンテ－」（生活情報誌）

－10－

これまでの取り組み －パンフレット等－ FEPC



－11－

これまでの取り組み －パンフレット等－ FEPC

広報誌での高レベル廃棄物の地層処分に関する紹介

電気事業連合会「原子力発電四季報」（原子力情報誌）

特集「放射性廃棄物の処分を安全に進めます」

高レベル放射性廃棄物とは？

原子力発電所で使い終わった燃料（使用済燃料）には

燃え残ったウランや新たに生まれたプルトニウムが含ま

れています。エネルギー資源に乏しい日本では、使用済

燃料をそのまま廃棄物として処分するのではなく、これ

を再処理して貴重なエネルギー資源を取り出し、再び原

子力発電に利用する「原子燃料サイクル」を進めていま

す。

この要となる日本原燃（株）六ヶ所再処理工場（青森

県六ヶ所村）では、2007年8月の操業開始に向け、現在

「アクティブ試験」と呼ばれる最終段階の試験が進めら

れています。再処理工場では、使用済燃料からプルトニ

ウムやウランを取り出すと放射能レベルの高い廃液が残

りますが、これをガラスと混ぜて固め「ガラス固化体」

にします。これが高レベル放射性廃棄物です。ガラス固

化体は非常に高い熱を持つため、最終処分される前に再

処理工場において30～50年間冷却保管されます。

高レベル放射性廃棄物は深い地層中に処分します

高レベル放射性廃棄物は、最終的には生活環境に影響しない地下300メートルよりも深い安定した地層に埋設し

ます。これは地層処分と呼ばれ、国際的に共通の考え方になっています。

2000年5月に高レベル放射性廃棄物に関する処分実施主体の設立、費用の確保、処分地選定手続きなどを定めた

「特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律」が成立し、同法に基づき、同年10月に最終処分の実施主体として原

子力発電環境整備機構（NUMO）が設立されました。

現在、NUMOでは全国の自治体を対象として、処分場の候補地選定に向けた公募を行っているところです。今後、

候補地において文献調査、概要調査、精密調査という3段階の調査が行なわれ、処分場の建設地が決まると、平成

40年代後半ごろから実際の地層処分がスタートする予定です。



関西電力ホームページ

－12－

これまでの取り組み －ホームページ－ FEPC

ホームページでの高レベル廃棄物の地層処分に関する紹介



電気事業連合会ホームページ

－13－

これまでの取り組み －ホームページ－ FEPC

ホームページでの高レベル廃棄物の地層処分に関する紹介



－14－

これまでの取り組み －マス媒体－ FEPC

雑誌での高レベル廃棄物の地層処分に関する紹介

婦人画報 2006年1月・1月 7日号

クロワッサン 2006年1月・1月10日号

婦人公論 2006年1月・1月22日号

レタスクラブ 2006年1月・1月25日号

スカイワード 2005年12月・1月号

掲載雑誌名 発行時期等



－15－

これまでの取り組み －その他－ FEPC

社員の高レベル廃棄物の地層処分に関する知識向上に向けた取り組み

■広報担当社員等への地層処分に関するビデオ(NUMO制作)の上映

■広報担当社員等への地層処分に関する勉強会(NUMOから講師招聘)の実施

■社内報での地層処分の紹介

広報担当社員等への地層処分に関する

ビデオ(NUMO制作)の上映

中部電力 社内報での地層処分の紹介


